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１１１１．．．．奈良県奈良県奈良県奈良県におけるにおけるにおけるにおける公共交通公共交通公共交通公共交通のののの現状現状現状現状
2

1 県民の移動ニーズ1 県民の移動ニーズ
292 289 256 233 214 197 185 155 135 120 110805 884 960 1000 989 940 880 807 754 708 655113 132 159 198 240 284 336 387 410 411 4091209 1305 1375 1431 1443 1421 1401 1349 1298 1240 1175040080012001600
S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H420～14歳人口（年少人口） 15～64歳人口（生産年齢人口） 65歳以上人口（老年人口） 総数

（千人） 国勢調査実績値 H17ベース推計値167千人(▲14％) 299千人(▲28％)（（（（24.024.024.024.0％）％）％）％） （（（（34.834.834.834.8％）％）％）％） Ｈ22県内町村部の人口約29万人と同程度総人口はH12をピークに約27万人減少生産年齢人口はH7をピークに約34万人減少年少人口は減少の一途をたどり、H7から約12万人減少
（１） 奈良県の人口推移

資料：国勢調査（昭和55年～平成22年）、国立社会保障・人口問題研究所（平成27年～平成42年）※国勢調査実績値については、総人口を各年齢比率で案分して年齢不詳人口を補正している注）千人単位の表記により数値が合わない場合がある
県民の移動ニーズ県民の移動ニーズ○通勤や通学にかかる人口（生産年齢人口、年少人口）は、平成平成平成平成７７７７年年年年から平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年にかけて約約約約１４１４１４１４％％％％減少減少減少減少しており、今後、平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年から平成平成平成平成４２４２４２４２年年年年にかけて約約約約２８２８２８２８％％％％減少減少減少減少するものと推計される。○６５６５６５６５歳以上歳以上歳以上歳以上のののの高齢者高齢者高齢者高齢者のののの人口人口人口人口は増加傾向となっており、高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率はははは平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年のののの約約約約２４２４２４２４％％％％が平成平成平成平成４２４２４２４２年年年年にはにはにはには約約約約３５３５３５３５％％％％になるものと推計される。【奈良県の人口推移】 H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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2.2 29.36.05.0 30.67.615.321.410.30.32.3 81.584.023.7
7.53.8 70.7100.010.419.0 16.54.7 11.64.727.311.3 47.0 18.58.0100.042.6

2.72.4 3.2 6.2 10.63.2 6.52.8 0.76.6 14.831.530.47.3 14.6 22.16.4 24.210.6 6.9 4.0 8.0
44.647.051.9 35.1 14.256.0 33.048.619.846.8 21.98.8 0.12.2 13.614.021.120.1 6.122.2 9.312.032.835.0 9.924.9

バス 自動車 自動二輪・原付 自転車 徒歩 その他 不明
0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例三宅町田原本町曽爾村御杖村高取町明日香村上牧町王寺町広陵町河合町吉野町大淀町下市町天川村上北山村川上村東吉野村
合計3150.20.132101917152710.10.10.030.2

○平成２２年度の自動車分担率は、平成１２年と同水準（約４４％）で、自動車交通自動車交通自動車交通自動車交通のののの増加増加増加増加にかげりにかげりにかげりにかげりがみられる。○主に鉄道駅鉄道駅鉄道駅鉄道駅をををを利用利用利用利用するためのするためのするためのするための交通交通交通交通手段手段手段手段として、橿原市橿原市橿原市橿原市、生駒市生駒市生駒市生駒市、葛葛葛葛城市城市城市城市、三郷町三郷町三郷町三郷町や王寺町王寺町王寺町王寺町で、徒歩徒歩徒歩徒歩のののの割合割合割合割合がががが約約約約６６６６割割割割と高くなっている。○一方、安堵町安堵町安堵町安堵町、三宅町三宅町三宅町三宅町、斑鳩町斑鳩町斑鳩町斑鳩町、田原本町田原本町田原本町田原本町では、自転車自転車自転車自転車のののの割合割合割合割合がががが高高高高くくくくなっている。 17.09.36.13.41.8 15.55.212.74.30.8 14.323.06.62.17.63.2 15.3
5.2 6.511.54.814.3 28.423.68.37.8 27.4 60.817.311.56.35.8 8.7

1.73.92.33.0 8.05.33.62.9 6.86.56.85.410.7 5.3
7.626.7 20.827.715.0 16.0 18.116.84.415.117.2 3.14.76.7 29.1 43.313.9

53.949.646.336.156.9 50.6 20.534.457.252.956.0 34.6 16.253.762.3 40.421.036.1
0.10.30.30.10.70.20.44.5

14.915.813.015.917.614.39.514.614.915.615.913.611.310.610.916.016.2
バス0.6 自動車7.2 4.8 自動二輪・原付2.02.3 2.4 自転車 徒歩 その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%
凡例奈良市大和高田市大和郡山市天理市橿原市桜井市五條市御所市生駒市香芝市葛城市宇陀市山添村平群町三郷町斑鳩町安堵町川西町

合計3303662327629810944415130.311161745
（２） ①交通手段から見た人の動き
【代表交通手段の推移（平日）】 【市町村別の鉄道端末手段※構成（平日）】単位単位単位単位：％：％：％：％合計合計合計合計ははははﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚数数数数：：：：千千千千ﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚ｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄﾞ゙゙゙////日日日日 単位単位単位単位：％：％：％：％合計合計合計合計ははははﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚数数数数：：：：千千千千ﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚ｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄﾞ゙゙゙////日日日日

※鉄道端末手段：鉄道駅へ行くため、あるいは鉄道駅から降りてからの交通手段の構成トリップエンド：１人１人の動きを「トリップ」というのに対し、１つのトリップの出発側と到着側をそれぞれ「トリップエンド」という。不明：トリップ目的や交通手段等で記入漏れなどで不明となっているもの。注）黒滝村、野迫川村、十津川村、下北山村については該当サンプルなし千トリップエンド単位や小数表記により数値が合わない場合がある資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査速報版（第３回調査圏域内の集計）874(15.9)890(15.5)961(17.5)鉄道 106(1.9 )139(2.4)175(3.2)バス 2,406(43 .7)2,513(43 .9)1,822(33.2 )自動車 179(3.2)241(4 .2)321(5.8)自動二輪・原付 549(10.0)661(11.5)706(12.9)自転車 977(17.7)1 ,279(22.3)1,493(27.2)徒歩 10(0 .2) 5(0.1)7(0.1)その他 409(7.4)不明0% 20% 40% 60% 80% 100%凡例平成2年平成12年平成22年 合計5,4845,7275,509単位単位単位単位：：：：千千千千ﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚ｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄﾞ゙゙゙////日日日日（（（（ ））））はははは構成比構成比構成比構成比：％：％：％：％
H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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※帰宅を除き、第３回調査圏域内の集計注）千トリップエンド単位や小数表記により数値が合わない場合がある資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査速報版（第３回調査圏域内の集計）

（２） ②目的から見た人の動き○出勤出勤出勤出勤、、、、登校登校登校登校やややや業務目的業務目的業務目的業務目的ののののトリップトリップトリップトリップ数数数数はははは減少傾向減少傾向減少傾向減少傾向にある。○買買買買いいいい物物物物、、、、通勤通勤通勤通勤、、、、観光等観光等観光等観光等のののの自由目的自由目的自由目的自由目的ののののトリップトリップトリップトリップ数数数数はははは増加傾向増加傾向増加傾向増加傾向となっている。【目的構成の推移】 単位単位単位単位：：：：千千千千ﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚ｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄﾞ゙゙゙////日日日日（（（（ ））））はははは構成比構成比構成比構成比：％：％：％：％ 出勤683(22.0)761(22.9)690(21.5)
    登校545(17.6)452(13.6)370(11.5)

    業務630(20.3)536(16.2)426(13.3)
    自由 1,249(40.2)1,568(47.3)1,578(49.1)

不明
147(4.6)0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例平成2年平成12年平成22年
合計3,1083,3173,211＊自由目的：買物、通院、食事・社交・娯楽、散歩、観光、保養、スポーツ等

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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注）千トリップエンド単位や小数表記により数値が合わない場合がある資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査速報版（第３回調査圏域内の集計）

（３） 年齢階層別の人の動き○６５６５６５６５歳未満歳未満歳未満歳未満ののののトリップトリップトリップトリップ数数数数はははは減少減少減少減少、６５６５６５６５歳以上歳以上歳以上歳以上でででで大幅大幅大幅大幅にににに増加増加増加増加。○６５６５６５６５歳以上歳以上歳以上歳以上では、各移動手段各移動手段各移動手段各移動手段ともともともともトリップトリップトリップトリップ数数数数はははは増加傾向増加傾向増加傾向増加傾向にあるが、自動車自動車自動車自動車のののの増加増加増加増加割合が著しい。○全年齢で徒歩徒歩徒歩徒歩のののの割合割合割合割合がががが減少減少減少減少。○女性女性女性女性のののの自動車自動車自動車自動車のののの割合割合割合割合がががが増加増加増加増加。 【年齢別代表交通手段の推移】鉄道10(4.1)6(3.3)8(4.7) 390(30.8)362(29.4)292(30.1)13(17.7)20(13.8)22(9.6)3(11.1)4(10.9)7(7.6) 416(25.9)392(24.5)329(22.6)
バス12(4.9)6(3.3)7(4.2) 17(1.3)13(1.1)9(0.9)2(2.8)5(3.4)3(1.5) 2(8.0)3(8.2)3(3.6) 33(2.0)27(1.7)22(1.5)

自動車15(6.1)25(12.9)28(16.7) 590(46.5)621(50.6)440(45.4)20(26.6) 67(46.8)114(50.6)4(14.5) 12(31.4)38(41.6) 628(39.0)725(45.3)621(42.7)
自動二輪・原付

47(3.2) 54(3.4)63(3.9)3(3.0)2(5.9)2(7.3) 6(2.7) 7(5.2)8(10.7) 38(3.9) 45(3.6)53(4.2)0.3(0.2)1(0.3) 自転車
112(7.7) 110(6.9)116(7.2)8(9.2) 6(16.3)7(25.3) 17(7.7) 15(10.3)12(16.4) 66(6.8)61(5.0)57(4.5)21(12.1)28(14.9)40(16.6) 徒歩

212(14.5) 289(18.1)349(21.7)19(20.3) 10(27.1)9(33.5)36(15.9) 29(20.1)19(25.6)62(6.4) 125(10.2)158(12.5)96(56.5)125(65.5)163(68.0) その他
3(0.2) 2(0.1)4(0.3)2(0.2) 2(0.1)4(0.3)0.9(0.5) 0.2(0.1)0.2(0.3)0.4(0.3)0.1(0.2)0.5(0.2) 0.1(0.3)0.2(0.2)
不明
110(7.5)13(14.5)27(11.8)61(6.3)9(5.1)0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年
5～ 14歳15～64歳65～74歳75歳以上年齢計

合計2391911691,2691,229969751432262737921,6101,6001,456 0.50.5
鉄道
253(16.8)256(16.0)291(18.9)6(6.7)3(7.6)2(7.3)15(8.1)13(12.7)9(12.6)226(20.9)233(18.4)270(22.3)6(4.1)7(3.6)10(4.5) バス

32(2.1)47(2.9)60(3.9)6(6.9) 6(13.9)3(12.1)5(2.7) 7(6.9)5(7.2) 16(1.5)26(2.1) 40(3.3)6(3.6)7(4.1)11(5.1) 自動車
612(40.7)592(37.1)360(23.4)27(31.8)8(19.8)3(12.0)67(36.5)25(24.0)9(12.2) 490(45.3)530(41.8)328(27.1)29(18.2)29(16.1)20(8.9) 自動二輪・原付

44(2.9)69(4.3)99(6.4)2(2.5)0.8(2.0) 9(4.7)3(2.8) 33(3.0)65(5.1)98(8.1)0.6(0.8)0.1(0.1)0.2(0.1) 自転車
165(11.0)225(14.1)243(15.8)7(8.1)3(6.2) 22(12.0)18(17.6)9(12.3) 120(11.1)181(14.3)203(16.8)17(10.6)23(12.5)31(13.6) 0.4(1.4) 徒歩

289(19.2)407(25.5)483(31.5)24(28.1) 21(50.2)19(67.2) 40(21.8) 37(35.8)39(54.9) 134(12.4)232(18.3)271(22.4)91(57.7)117(63.7)154(67.9) その他
3(0.2)0.5(0.6) 0.1(0.2)0.4(0.2) 0.2(0.2)1(0.1) 0.1(0.1)0.40.6(0.4) 0.8
不明
107(7.1)13(15.3)26(14.0) 60(5.6)8(5.3)0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年
5～ 14歳15～64歳65～74歳75歳以上年齢計

合計2261831581,2101,2681,080721041842842841,5361,5961,505男男男男性性性性 女女女女性性性性 単位単位単位単位：：：：千千千千ﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚ｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄﾞ゙゙゙////日日日日（（（（ ））））はははは構成比構成比構成比構成比：％：％：％：％単位単位単位単位：：：：千千千千ﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚ｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄﾞ゙゙゙////日日日日（（（（ ））））はははは構成比構成比構成比構成比：％：％：％：％ H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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［通院に関するニーズ］◯今は、車を使用しているが、将来、運転ができなくなればバスが利用できるかが不安 （全体）◯町内にバス路線が無く、町外の総合病院へのアクセスが不便 （北西部地域）◯バス停が自宅より遠いため、バス利用が不便（東部地域）◯病院への往復が便利になるよう公共交通が必要（中部地域）◯バス停まで坂道を歩いて３０分以上かかるため、自宅近くのバス停が必要◯医療施設の再編による公共交通でのアクセスがどのようになるのか心配◯村外の病院に行くのに、人にお願いして送迎してもらっている◯村外の総合病院へ行くための費用が、医療費よりも高くなることがある （南部地域） 病院の送迎バス（西の京病院ＨＰ）
広域通院ライン

（４） 県内の移動に関するニーズ
資料：各地域交通協議会報告書、Ｈ２２交通調査補足資料

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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◯自宅近くにバス停がほしい （全体）◯バス停が遠く、坂道にあるため、買い物の荷物をもって移動することは困難（北西部地域）◯自宅近くにバス停が無いため、バスを利用できない◯買い物施設周辺にバス停が必要 （東部地域）◯市の中心部から離れた地域では、バスを利用して買い物に行くことができない（中部地域）◯日常に必要な買い物を村外まで行くために、バスが必要 （南部地域）
「株式会社マルシメ（スーパーモールラッキー ）」と「ＮＰＯ法人地域サポート仙北」による高齢者の買い物支援サービス （秋田県）写真：全国知事会ＨＰ

http://www.nga.gr.jp/tenbou/tayori/2011/02/post-1233.html

ショッピングセンターが運行する送迎バス（北海道札幌市）
［買い物に関するニーズ］

資料：各地域交通協議会報告書、Ｈ２２交通調査補足資料
H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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◯送迎の自家用車で駅前等が混雑している◯駅から企業施設への送迎バスを運行しているが、連携するなどして路線バス等を運行すれば、経費の縮減に繋がる （北西部地域）◯通勤・通学のため、最寄り駅まで、自家用車で送迎している（東部地域）◯高校の通学時間に合わせるため、毎日、自家用車で送迎している◯子供が高校生になり、バス通学を始めたが、部活動後の帰りのバスがなく、迎えに行く必要がある （南部地域）
資料：五條高校ＨＰ高等学校の送迎バス（奈良県五條市）

企業（工場）への送迎バス
幼稚園の送迎バス福祉施設の送迎バス

［送迎に関するニーズ］
資料：各地域交通協議会報告書、Ｈ２２交通調査補足資料

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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上北山村ＨＰより
十津川村観光協会ＨＰより

○ 点在する観光エリアを最短で巡るバスがあれば便利 （北西部地域・東部地域）○ 観光シーズンの専用巡回バスが、県内にほしい （中部地域）○ 日本一長いバス路線として積極的にＰＲを行い、観光客を増やすことで路線の維持をしてほしい （南部地域）○ 観光客を誘致するには、最低一往復でも路線バスが必要 （南部地域） 奈良公園ぐるっとバス奈良・西の京・斑鳩回遊ライン［観光に関するニーズ］
資料：各地域交通協議会報告書、Ｈ２２交通調査補足資料

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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2 県内交通事業の現状2 県内交通事業の現状
0.40.50.60.70.8
0.91.01.1

H3 H8 H13 H18 H23
実車走行キロ経常費用経常収益(補助金含)輸送人員1.00 1.04 1.05 1.021.00 0.91 0.78 0 .68 0.591 .030.00.20.40.60.81.01.2 H2 H7 H12 H17 H22奈良県人口 路線バスの輸送人員

28.5%31.1%35.0%45.9%※奈良交通を対象に集計※各数値は、当該年度に算出した前年度の実績値資料：奈良交通（株）提供データ
県内交通事業の現状県内交通事業の現状（１） ①路線バスの輸送人員、収支等の推移○輸送人員の減少率が、実車走行キロの減少率よりも大きい。○経常収益の減少率が、輸送人員の減少率よりも小さい。【路線バスの輸送人員と実車走行キロ、収益と経費の推移（Ｈ３を１.０とした場合の比率）】H9奈良交通運賃値上 H21奈良交通運賃値上 運賃値上げにより輸送人員減少による収益減をカバー【路線バスの輸送人員と人口の推移】（Ｈ２を１とした場合の比率） 5,013万人1,970万キロ960千万円874千万円路線の休廃止が増加

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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0.8 1.8 1.60.2 0.8 1.1 1.6 1.81.0 2.1 2.0 3.2 4.40.5 0.5 0.4 0.21.71.71.71.7 3.43.43.43.4 4.04.04.04.0 7.37.37.37.3 8.28.28.28.2
0.02.04.06.0
8.010.0

H3 H8 H13 H18 H23国土交通省 奈良県 市町村 その他
（億円）

※各数値は、当該年度に算出した前年度の実績値※京都府、和歌山県、三重県は除外して集計※「その他」は住宅開発業者、学校、病院その他団体が含まれる注）億円単位での表記により数値が合わない場合がある資料：奈良交通（株）提供データ

（１） ②路線バスに対する補助金の推移○平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年の補助金導入額補助金導入額補助金導入額補助金導入額は平成平成平成平成３３３３年年年年の４４４４．．．．７７７７倍倍倍倍にににに増加増加増加増加している。○特に、奈良県補助奈良県補助奈良県補助奈良県補助はははは８８８８．．．．２２２２倍倍倍倍、市町村補助市町村補助市町村補助市町村補助はははは４４４４．．．．３３３３倍倍倍倍と大大大大きくきくきくきく増加増加増加増加している。【路線バスの補助金額の推移】国の補助制度の変更 Ｈ２３補助金計H3比で4.7倍（8.2億円）に増加Ｈ２３市町村H3比で4.3倍（4.4億円）に増加Ｈ２３奈良県H3比で8.2倍（1.8億円）に増加Ｈ２３国土交通省H13比で1.9倍（1.6億円）に増加
H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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コミュニティバス路線数の推移31 39 45 45 50 51 54 61 66 69 78 8531 37 38 38 39 43 47 47 51 54 55 5662 76 83 83 89 94 101 108 117 123 133 141050100150200 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24路線数 無償運行有償運行 《有償旅客運送にかかる財源内訳》○有償運送にかかる運行経費は、約６億円。○運行経費にかかる財源としては①特別交付税 （４５．０％）②一般財源 （２０．６％）③運賃収入等 （１５．５％）④国庫補助金 （５．４％）⑤その他の国等交付金（５．１％） の順。
◯市町村が主体となるコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスのののの導入導入導入導入がががが年年年年々々々々増加増加増加増加し、現在、有償運送有償運送有償運送有償運送は２０２０２０２０市町村市町村市町村市町村で８５８５８５８５路線路線路線路線が運行運行運行運行されている。◯有償運送の年間利用者数年間利用者数年間利用者数年間利用者数は約約約約６５６５６５６５.６６６６万人万人万人万人。その運行経費運行経費運行経費運行経費は約約約約６６６６億円億円億円億円。◯有償運送にかかる運行経費の財源は、運行経費の約８０％（内運賃収入は１５％）が特別交付税などで充当されている。

※無償運行については15市町村56路線運行されている※停留所数は、路線で重複。御杖村は有償運送に算入資料：平成24年度奈良県道路・交通環境課調べ（平成23年度実績）区分 市町村数 路線数 隣接市町村への乗入路線数 系統数 停留所数（箇所） H23利用者数 H23運行収支（千円）人／日 人／年 支出 収入 欠損有償運送 旧２１条許可 1 1 1 4 35 85 31,143 10,198 3,865 6,333４条許可（乗合）＜コミュニティバス等＞ 8 18 3 34 419 1,422 410,771 221,104 50,973 170,131 ４条許可（乗合）＜デマンド型乗合タクシー等＞ 5 7 1 6 278 113 20,373 36,951 5,220 31,731 ７９条許可＜市町村有償運送＞ 10 57 7 92 1,102 578 184,108 334,444 32,609 301,835 ７９条許可＜過疎地有償運送＞ 1 2 1 2 52 38 9,264 7,594 2,099 5,495 有償運送合計 85 13 138 1,886 2,236 655,659 610,291 94,766 515,525
（２） コミュニティバスの運行・利用状況
【コミュニティバス・乗合タクシーの運行状況、利用状況】【コミュニティバス等路線数の推移】 一般財源

20.6%その他の国等交付金 5.1%過疎債 4.6%国庫補助金5.4
%運賃収入等

15.5%

特別交付税
45.0%平成23年度実績普通交付税

3.7%

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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14（３７２） 1（３）1（1）4（３１）2（２）2（１１） 1（1）1（１）1（４） 2（2）2（６）4（３５） 1（５）1（２）
３（８６）１（１７） ３（２９）２（２４） １（５）５（５４）３（１９） ２（３０）１（３） ５（６４） １（４）３（２１）１（２）８（１１３）１（１３）141179 34414080120160200 平成元年 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22近鉄 JR（百万人/年）

1,169 1,185 1,224 1,223 1,222 1,224 1,237 1,245 1,243 1,232 1,193991 1003 1004 993 1006 1020 1016 960 891 917932 925 923 896 915 928 922 891 865 883 8418188009001,0001,1001,2001,300 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23車両数（両） 輸送人員（万人） 運送収入（千万円）車両数（両）輸送人員（万人）運送収入（千万円）
○県内鉄道駅における乗車人員は近鉄、ＪＲとも減少傾向となっている。参考：その他の県内交通事業の現状【県内鉄道駅における年間乗車人員の推移】

資料：奈良県のタクシーの現況※奈良市域交通圏、生駒交通圏、中部交通圏は特定地域上段：市町村別営業所数（下段）：市町村別車両数（ジャンボ・セダン車両数）平城遷都一三〇〇年記念事業
①鉄道①鉄道
○県内のタクシーは直近の平成22年から23年にかけては輸送人員、運送収入、車両数、いずれも減少傾向となっている。②タクシー②タクシーH3ピーク179 H8ピーク41【奈良県における輸送人員等の推移（法人）】

【タクシー事業者数（営業所数、車両数）】平成３年から約21%減少平成８年から約18%減少
資料：奈良県のタクシーの現況
資料：奈良県統計年鑑

H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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■奈良交通 路線の概要（協議申し入れ路線のみ）路線バスの利用者数及び収支率について路線バスの利用者数及び収支率について
○対象となった路線は、収支率が３０％から５０％の範囲、利用人員は５人から１０人の範囲を中心に分布。○八木や高田から吉野や十津川方面に向かう路線は、都市近郊と山間部を沿線にもち、利用人員に比較して収支率が比較的低い。※※※※すべてのすべてのすべてのすべての路線路線路線路線ののののデータデータデータデータがががが入手入手入手入手できていないできていないできていないできていない為為為為、、、、分析分析分析分析がががが限定的限定的限定的限定的。。。。※奈良交通(株)提供のデータにより算出。収支率は複数の系統を含む路線毎に算出。※平均利用人員は、一部の区間でも利用のある場合は１人として計算。

路線バスの利用者数及び収支状況
下市笠木当麻新庄熊野 八木大滝 桜井菟田野都祁榛原八木下市 天理桜井奥宇陀 古市場桜井飛鳥八木御所高田五條 天理都祁十津川 大淀五條高田新家下市天川八木五條 洞川 大宇陀高田イオンモール八木新宮榛原東吉野0.05.010.015.020.025.030.035.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0収支率１便平均利用人員
H25.7.17協議会協議会協議会協議会
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■運行１回あたりの利用者数＜有償運送＞コミュニティバス等の利用者数及び収支率についてコミュニティバス等の利用者数及び収支率について
■運行収支率＜有償運送＞◎運行１回あたりの利用者数について、有償運送のうち、約１／４の路線で利用者数が１人未満。◎運行収支率について、約７割の路線で収支率が２０％未満。◎運行収支率の比較的高い路線は、利用者数が比較的多い路線や、距離制運賃をとっている路線などがある。区分 路線数 構成比５０％以上 2 4.9%３０％以上５０％未満 5 12.2%２０％以上３０％未満 6 14.6%１０％以上２０％未満 10 24.4%５％以上１０％未満 12 29.3%５％未満 6 14.6%合計 41 ＜県内で収支率の高い路線＞※平成２５年度コミュニティバス等実態調査調べ（平成２５年５月 奈良県地域交通課）

区分 路線数 構成比２０人以上 2 2.6%１５人以上２０人未満 4 5.3%１０人以上２０人未満 4 5.3%５人以上１０人未満 12 15.8%１人以上５人未満 34 44.7%１人未満 20 26.3%合計 76 市町村名 コミバス等名称 路線数 系統数 路線名 運行回数（平日） 平成24年度利用者数（人／日） 利用者数／回（人）十津川村 村営バス 1 2 国道 2 79.6 39.79大和高田市 きぼう号 2 2 内回り／外回り 8 225.4 28.17生駒市 生駒山麓公園ふれあいセンター送迎バス 1 1 10 178.5 17.85奈良市 月瀬線 1 4 月瀬線 2 85.5 15.54生駒市 たけまる号 1 1 光陽台線 11 170.5 15.5＜県内で１回あたりの利用者数の多い路線＞※平成２５年度コミュニティバス等実態調査調べ（平成２５年５月 奈良県地域交通課）※利用者数は、一部の区間でも利用のある場合は１人として計算。 市町村名 コミバス等名称 路線数 系統数 路線名 許可（登録） 平成２４年度利用者数 Ｈ２４収支率（％）（収入／支出）桜井市 多武峰線 1 1 多武峰線 ４条（乗合） 63,256 55.1生駒市 たけまる号 1 1 光陽台線 ４条（乗合） 41,771 54.7生駒市 たけまる号 1 1 門前線 ４条（乗合） 15,894 48.7奈良市 月瀬線 1 4 月瀬線 旧２１条 31,197 38.3御所市 ひまわり号 2 3 西コース（内回り循環）西コース（外回り循環）東コース ７９条（市町村） 38,709 36.8
H25.7.17協議会協議会協議会協議会
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２２２２．．．．市町村市町村市町村市町村アンケートアンケートアンケートアンケート＆＆＆＆ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリングのののの結果結果結果結果
17

《運行・利用状況》○有償運送として、２１市町村で９９路線が運行され、その内１８路線は隣接市町村へ乗り入れ○有償運送の年間利用者数は約６６万人。その運行経費は約６億５千万円○運行収入は約１憶１千万円で、行政負担は約５憶４千万円
※行政負担を収支差以外とする市町村があるため、収支差と行政負担の額は一致しない。※停留所数は、路線で重複している。

（平成２４年度実績）コミュニティバス等実績調査（運行状況）コミュニティバス等実績調査（運行状況）H24利用者数（人／年） 支出 収入 行政負担４条許可（乗合）＜コミュニティバス等＞ 10 32 7 59 752 452,996 288,747 56,396 232,349４条許可（乗合）＜区域運行＞ 5 7 1 7 264 24,352 44,755 8,397 35,754７９条許可＜市町村有償運送＞ 9 57 8 81 1,081 148,905 296,459 40,133 260,661７９条許可＜過疎地有償運送＞ 1 2 1 2 55 9,188 7,898 1,786 6,122その他 1 1 1 4 35 31,197 10,367 3,968 6,380有償運送合計 99 18 153 2,187 666,638 648,226 110,680 541,266無償運送合計 16 61 13 91 928 402,189 211,412 36 211,412無償運送合計 61 13 91 928 402,189 211,412 36 211,412160 31 244 3,115 1,068,827 859,638 110,716 752,678
隣接市町村への乗入路線数 備考停留所数（箇所）区分

総合計有償運送無償運送
H24運行収支（千円）市町村数 系統数路線数 H25.6.13幹事会幹事会幹事会幹事会
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○ 県内市町村におけるコミュニティバスの運賃形態について、市部で均一制をとる路線が多くなっている。○ 地域別で見ると、北西部及び中部で無償で運行している割合が高い傾向が見られるほか、南部では十津川村などのように距離制で運行している割合が比較的高い。コミュニティバス等実績調査（運賃形態）コミュニティバス等実績調査（運賃形態）コミュニティバスの運賃形態別の路線数（市及び町村別）0% 20% 40% 60% 80% 100%合計町村市 均一制 距離制 区間制 無料 コミュニティバスの運賃形態別の路線数（地域別）
0% 20% 40% 60% 80% 100%合計南部中部東部北西部

均一制 距離制 区間制 無料
H25.6.13幹事会幹事会幹事会幹事会
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コミュニティバス等実績調査（運行単価／実車キロ）コミュニティバス等実績調査（運行単価／実車キロ）各区分ごとの実車キロ当たり運行単価実車キロ当たり運行単価（平均値） 路線数地域別北西部 491.3 15東部 276.3 12中部 350.7 10南部 220.3 52許可種別４条（乗合） 454.1 24４条（乗合・区域運行） 604.0 3７９条（市町村） 180.1 55７９条（ＮＰＯ） 124.0 2※平均値と路線数は、該当する路線のうち算出基礎データのあるもので集計。※複数の地域に属する路線があるため路線数の合計は一致しない。 0.0100.0200.0300.0400.0500.0（円） 北西部 東部 中部 南部地域別　実車キロ当たり運行単価（平均値）
0.0200.0400.0600.0800.0（円） ４条（乗合） ４条（乗合・区域運行） ７９条（市町村） ７９条（ＮＰＯ）許可種別　実車キロ当たり運行単価（平均値）

○地域別に見ると、北西部は他の地域に比べて、実車キロ当たりの運行単価は高くなる傾向。→渋滞・交通信号等により運行距離が比較的少なくなるためと思われる。○許可種別で見ると、市町村有償運送（７９条）による運行では、実車走行キロ当たり運行単価が比較的低くなる傾向。 H25.6.13幹事会幹事会幹事会幹事会
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○○○○有償運送有償運送有償運送有償運送・ ９９路線１５３系統・ 運行経費 648,226千円＜主な財源構成＞①運賃収入 110,680千円（17％）②国庫補助金（地域交通確保維持改善事業）21,753千円（3％）※地域内フィーダー系統運行費補助金補助率：運行収支差の１／２ 上限あり③過疎債 16,167千円（2％）※住民の日常的な移動のための交通手段の確保に必要とされる事業 事業経費×０．７④地方交付税（特別交付税） 224,256千円（34％）※地方バス路線維持の運行維持に要する経費×０．８⑤市町村負担 163,786千円（25％）※④地方交付税（特別交付税）は総務省の実施した特別交付税の額の算定に用いる基礎数値調査からの推測値※その他は市町村を対象としたコミバス等状況調査結果における平成２４年度実績値（奈良県地域交通課調べ）○○○○無償運送無償運送無償運送無償運送・ ６１路線９１系統・ 運行経費 211,412千円
運行経費財源構成（平成２４年度）

有償旅客運送の財源構成（全県）＜平成24年度> 収入17%普通交付税14%一般財源25% 特別交付税34%その他の国等交付金3% 過疎債2%国庫補助金3%その他財源1%コミュニティバス等実績調査（運行収支）コミュニティバス等実績調査（運行収支） H25.6.13幹事会幹事会幹事会幹事会
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○民間送迎バスの運行状況
自動車学校の送迎バス（奈良市内）病院の送迎バス（西の京病院ＨＰ） 送迎の分類 地域公共交通の維持・確保に向けた取組状況調査(地域交通課 平成25年5月）

○各種施設への送迎バスについて、県内市町村担当職員が把握している範囲で調査を実施○１１市町村、１１０便の送迎バスの運行について回答があった。○送迎の分類としては、各種スクール（学習塾、スイミングスクール等）への送迎が最も多く（３７便）、次いで病院（２２便）、宿泊施設（１１便）となっており、交通弱者や観光ニーズなどに応じた運行が行われている。○運行区域（単独市町村、複数市町村）については、単独市町村内を運行する送迎バスは７１便、複数市町村は２７便となっており、業態に応じた運行区域が設定されている。1722 55 9 11 22 370 5 10 15 20 25 30 35 40その他幼稚園、学校等送迎バス商業施設（スーパー等）各種企業等の送迎バスゴルフ場福祉施設宿泊施設（ホテル、旅館）病院各種スクールバス（学習塾、スイミングスクール等） 運行区域別の送迎バスの運行状況企業（工場）へ送迎バス（単位：便）コミュニティバス等実績調査（送迎バスの運行状況）コミュニティバス等実績調査（送迎バスの運行状況） 単独市町村71便65%複数市町村27便25% 未回答12便11%（飲食店、ケア付高齢者住宅など） 各種スクール ２５便病院 １６便宿泊 １０便など各種スクール ８便病院 ５便ゴルフ場 ２便など
H25.6.13幹事会幹事会幹事会幹事会
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○アンケート市町村アンケート及びヒアリングの概要市町村アンケート及びヒアリングの概要○期 間：平成２５年４月２６日～５月１０日○方 法：メールによる送付・回収○主な内容：路線バスの必要性：路線バスを存続させる場合の支援：コミュニティバスの運行に至った経緯：近隣市町村との広域連携：送迎バスの活用：公共交通全般に関する課題等：奈良県地域交通改善協議会の運営に対する意見 ○期 間：平成２５年６月４日～９月２６日○方 法：個別訪問による聞き取り○主な内容：アンケート項目の深掘り：通院、買物、通勤、通学における目的別ニーズ
○○○○県内市町村県内市町村県内市町村県内市町村ののののコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバス等等等等のののの地域公共交通地域公共交通地域公共交通地域公共交通のののの維持維持維持維持・・・・確保確保確保確保にににに関関関関するするするする意向意向意向意向やややや取取取取りりりり組組組組みみみみ状況状況状況状況をををを把握把握把握把握するためするためするためするため、、、、各市町村各市町村各市町村各市町村のののの公共交通担当者公共交通担当者公共交通担当者公共交通担当者にににに対対対対しししし、、、、アンケートアンケートアンケートアンケート及及及及びびびびヒアリングヒアリングヒアリングヒアリングをををを実施実施実施実施○○○○またまたまたまた、、、、路線路線路線路線バスバスバスバス・・・・コミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスのののの実際実際実際実際のののの利用実態利用実態利用実態利用実態（（（（利用目的利用目的利用目的利用目的・・・・乗乗乗乗りりりり継継継継ぎぎぎぎ環境環境環境環境などなどなどなど））））をををを把握把握把握把握するためするためするためするため、、、、乗乗乗乗りりりり込込込込みみみみ調査調査調査調査をををを実施実施実施実施→→→→ 両調査結果両調査結果両調査結果両調査結果よりよりよりより、、、、現状現状現状現状のののの公共交通公共交通公共交通公共交通のののの課題課題課題課題をををを洗洗洗洗いいいい出出出出しししし、、、、維持確保維持確保維持確保維持確保のののの方向性及方向性及方向性及方向性及びびびび改善方策改善方策改善方策改善方策をををを検討検討検討検討○ヒアリング市町村担当 近鉄奈良 7:11 近鉄8 下市口駅 8:31 近鉄奈良 8:35 近鉄下市口駅 8:47 奈良交通 生駒駅 8:51案内センター 9:26 9:03 コミュバス9 9:32 コミュバス 市役所 9:30役場 9:42 法隆寺駅 10:08 奈良交通安堵町役場 10:131011 役場 12:44 安堵コミバス12 平端駅 12:5613:11 近鉄役場 13:12 コミュバス 結崎駅 13:1413 案内センター 13:22 近鉄 13:20 川西コミバス13:56 奈良交通 総合福祉会館 役場前 13:25天川川合 14:11 生駒駅 14:08 近鉄 14:0014 平群駅 14:23 河合コミバス役場前14:3815 天川川合 15:35 奈良交通 東小学校 15:57 コミュバス 16:17 近鉄16 下市口駅 16:38 東山駅 16:32 16:2317 川西町ヒア安堵町ヒア生駒市ヒア平群町ヒア生駒市協議会 河合町協議会河合町ヒア 川西町協議会楠本係長・前川 楠本係長・富家 曽田・富家 前川・曽田生駒市・平群町黒滝村・天川村 6月5日(水) 6月6日(木) 6月7日(金)三宅町・河合町 安堵町・川西町黒滝村ヒア天川村ヒア6月3日(月) 6月4日(火) 三宅町ヒア参考参考参考参考））））6月第月第月第月第1週週週週のののの行程行程行程行程

○○○○背景背景背景背景・・・・目的目的目的目的 H25.10.9幹事会幹事会幹事会幹事会
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目的別移動ニーズについて（通院）目的別移動ニーズについて（通院）県内市町村県内市町村県内市町村県内市町村ににににヒアリングヒアリングヒアリングヒアリングをををを実施実施実施実施しししし、、、、地域住民地域住民地域住民地域住民のののの日常生活日常生活日常生活日常生活やややや、、、、観光客観光客観光客観光客をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした来訪者来訪者来訪者来訪者のののの移動移動移動移動ニーズニーズニーズニーズについてのについてのについてのについての現状整理現状整理現状整理現状整理をををを行行行行ったったったった。。。。①①①① 通院目的通院目的通院目的通院目的ののののニーズニーズニーズニーズ○日常的な診療・日常的な健康相談、健康管理や頻度の高い一般的な疾病の治療などは、地域の診療所等で対応している。・東部、南部地域では、診療所までコミュニティバスが運行されている場合が多く、高齢者を中心に定期的に利用されている。また、医師による往診が行われている地域もある。○非日常的な診療・地域の診療所等で対応できない疾病等は、地域の公的病院などへの移動ニーズがある。・東部、南部地域では、対応可能な病院が限られるため、市町村界を越えた長距離移動が必要となっている。・東部地域では、三重県（名張市、伊賀市）への需要も存在している。・北西部、中部地域でも、一部市町村では近隣市町村の病院への通院が必要となっている。
（（（（調査市町村調査市町村調査市町村調査市町村：：：：３９３９３９３９市町村市町村市町村市町村（（（（９９９９月月月月２６２６２６２６日現在日現在日現在日現在））））））））

北西部
東部

中部
南部五條病院五條病院五條病院五條病院大淀病院大淀病院大淀病院大淀病院吉野病院吉野病院吉野病院吉野病院県立医大県立医大県立医大県立医大 宇陀市立病院宇陀市立病院宇陀市立病院宇陀市立病院宇陀市立病院宇陀市立病院宇陀市立病院宇陀市立病院天理天理天理天理よろずよろずよろずよろず病院病院病院病院 県立医大県立医大県立医大県立医大高田市民病院高田市民病院高田市民病院高田市民病院三室病院三室病院三室病院三室病院近大病院近大病院近大病院近大病院 国保中央国保中央国保中央国保中央 天理天理天理天理よろずよろずよろずよろず病院病院病院病院 名張市立病院名張市立病院名張市立病院名張市立病院 橋本市民病院橋本市民病院橋本市民病院橋本市民病院 新宮市立新宮市立新宮市立新宮市立 紀南病院紀南病院紀南病院紀南病院吉野町 川上村五條市大淀町下市町黒滝村天川村 上北山村下北山村十津川村野迫川村奈良市生駒市 大和郡山市 山添村宇陀市桜井市天理市 曽爾村御杖村 東吉野村御所市葛城市 橿原市高取町明日香村田原本町平群町香芝市 大和高田市広陵町斑鳩町三郷町王寺町 安堵町川西町三宅町河合町上牧町

東吉野村
奈良市 桜井市国保中央国保中央国保中央国保中央 H25.10.9幹事会幹事会幹事会幹事会
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目的別移動ニーズについて（買い物）目的別移動ニーズについて（買い物）②②②② 買買買買いいいい物目的物目的物目的物目的ののののニーズニーズニーズニーズ○日常的な買い物・食料品など日常的な買い物は、地域の食品スーパーや個人商店が利用されている。・東部、南部地域では、商店が少なく商品も限られているため、近隣市町のスーパーを利用されている場合が多い。山間部では、生協
(コープ)の宅配便や吉野ストアの移動販売も多く利用されている。・北西部、中部では、地域の店舗で対応可能となっているが、郊外化が進んでいるため、自家用車を利用できない場合は不便な状況にある。○非日常的な買い物・郊外型の専門店（電化製品、衣料品等）や、大規模なショッピングセンターを利用している場合が多い。

北西部
東部

中部
南部

イオンイオンイオンイオン等等等等オクヤマオクヤマオクヤマオクヤマ等等等等 オークワオークワオークワオークワ等等等等 伊賀市伊賀市伊賀市伊賀市イオンイオンイオンイオン等等等等名張市名張市名張市名張市アピタアピタアピタアピタ等等等等ジャスコジャスコジャスコジャスコ等等等等 オークワオークワオークワオークワ等等等等吉野吉野吉野吉野ストアストアストアストア等等等等吉野吉野吉野吉野ストアストアストアストア等等等等吉野吉野吉野吉野ストアストアストアストア等等等等橋本方面橋本方面橋本方面橋本方面 新宮方面新宮方面新宮方面新宮方面 熊野方面熊野方面熊野方面熊野方面
イオンイオンイオンイオン等等等等マンダイマンダイマンダイマンダイ等等等等イオンイオンイオンイオン等等等等 奈良市生駒市 大和郡山市 山添村宇陀市桜井市天理市 曽爾村御杖村 東吉野村御所市葛城市 橿原市高取町 明日香村田原本町平群町香芝市 大和高田市広陵町斑鳩町三郷町王寺町 安堵町川西町三宅町河合町上牧町 吉野町 川上村五條市大淀町下市町黒滝村天川村 上北山村下北山村十津川村野迫川村

奈良市
東吉野村

桜井市 H25.10.9幹事会幹事会幹事会幹事会
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目的別移動ニーズについて（通学・通勤・観光）目的別移動ニーズについて（通学・通勤・観光）③③③③ 通学通学通学通学・・・・通勤目的通勤目的通勤目的通勤目的ののののニーズニーズニーズニーズ○通学○小中学生・東部、南部地域の多くの市町村では、スクールバスが運行されている。・一部の市町村（生駒市、天理市、桜井市等）では、路線バスを利用している地域もある。○高校生・北部、中部地地域では、徒歩や自転車での通学のほか、最寄り駅からの電車利用が可能。・東部、南部地域では、最寄り駅までは路線バス利用よりも家族の送迎等が目立つ。・自宅通学が困難な天川村、御杖村等では、高校進学時に下宿又は家族で転居する場合が多い。・三重県（伊賀市、名張市）の高校への越境通学もある。・鉄道駅から遠い、山辺高校、大宇陀高校等では、最寄り駅からバス利用が必要である。○通勤・東部南部地域では、自家用車利用が大半で、バス利用は非常に少ない。・北西部の新興住宅地では、鉄道を利用して大阪方面への通勤も多い。④④④④ 観光目的等観光目的等観光目的等観光目的等ののののニーズニーズニーズニーズ・遠方からの観光目的等の来訪者のニーズがあり、路線バスが利用されている。・洞川温泉(天川村)や曾爾高原(曾爾村)などでは、観光シーズンには、臨時便が運行されるほどの需要がある。・観光振興を主要施策に挙げている市町村は、来訪者のためにも路線バスとしての運行を希望している。
市町村別市町村別市町村別市町村別スクールバススクールバススクールバススクールバスのののの運行状況運行状況運行状況運行状況奈良市生駒市 大和郡山市 山添村宇陀市桜井市天理市 曽爾村御杖村東吉野村吉野町 川上村五條市御所市葛城市 大淀町下市町黒滝村天川村 上北山村下北山村十津川村野迫川村 橿原市高取町明日香村田原本町平群町香芝市大和高田市広陵町斑鳩町三郷町王寺町安堵町川西町三宅町河合町上牧町幼稚園・保育園のみ運行している地域

中学校への運行がある地域 小学校への運行がある地域運行していない地域 H25.10.9幹事会幹事会幹事会幹事会
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■曜日・時間帯からみる利用者のニーズ（平日）目的別ニーズ目的別ニーズ○○○○通院通院通院通院○○○○買買買買いいいい物物物物 ○○○○通学通学通学通学・・・・通勤通勤通勤通勤○○○○観光観光観光観光午前午前午前午前 午後午後午後午後 午前午前午前午前 午後午後午後午後午前午前午前午前 午後午後午後午後 午前午前午前午前 午後午後午後午後○通院・買い物・通学・通勤について、目的毎で利用時間帯が異なると考えられる。○観光について、利用はあっても休祭日に比べて利用者数は少ないと考えられる。
H25.7.17協議会協議会協議会協議会
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■曜日・時間帯からみる利用者のニーズ（平日；重ね合わせ）（１） ① 目的別ニーズ（１） ① 目的別ニーズ○○○○通院通院通院通院 ○○○○買買買買いいいい物物物物○○○○観光観光観光観光午前午前午前午前 午後午後午後午後
○通院・買い物・通学・通勤について、目的毎で利用時間帯が異なると考えられる。○○○○通学通学通学通学・・・・通勤通勤通勤通勤

H25.7.17協議会協議会協議会協議会
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■曜日・時間帯からみる利用者のニーズ（休祝日）（１） ① 目的別ニーズ（１） ① 目的別ニーズ○○○○通院通院通院通院○○○○買買買買いいいい物物物物 ○○○○通学通学通学通学○○○○観光観光観光観光午前午前午前午前 午後午後午後午後 午前午前午前午前 午後午後午後午後午前午前午前午前 午後午後午後午後 午前午前午前午前 午後午後午後午後○観光については、季節・天気で左右される非日常のニーズであるため、利用者の定数的な見込みは困難。
H25.7.17協議会協議会協議会協議会
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○○○○観光観光観光観光■曜日・時間帯からみる利用者のニーズ（休祝日；重ね合わせ）（１） ① 目的別ニーズ（１） ① 目的別ニーズ
午前午前午前午前 午後午後午後午後

○観光については、季節・天気で左右される非日常のニーズであるため、利用者の定数的な見込みは困難。
○○○○買買買買いいいい物物物物 H25.7.17協議会協議会協議会協議会
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路線バスの必要性について路線バスの必要性について
○３９市町村のうち２９町村が、基幹的な路線として現状維持を望んでいる。（南部地域では約９２％）○４市町村は、路線維持のためには、利用状況に応じた減便を容認している。○その他では、観光客のためには路線バスが必要という意見があった。路線路線路線路線バスバスバスバスがががが必要必要必要必要とととと考考考考えるえるえるえる根拠根拠根拠根拠（（（（ニーズニーズニーズニーズ）、）、）、）、路線路線路線路線バスバスバスバスとしとしとしとしてててて維持維持維持維持するするするする事事事事ののののメリットメリットメリットメリット等等等等についてのについてのについてのについての分析分析分析分析がががが必要必要必要必要※複数部会に所属する市町村があるため、合計は一致しない（単位：市町村数）

現状維持を希望 減便を容認 その他市町村別路線市町村別路線市町村別路線市町村別路線バスバスバスバスのののの必要性必要性必要性必要性 奈良市生駒市 大和郡山市 山添村宇陀市桜井市天理市 曽爾村御杖村東吉野村吉野町 川上村五條市御所市葛城市 大淀町下市町 黒滝村天川村 上北山村下北山村十津川村野迫川村 橿原市高取町明日香村田原本町平群町香芝市 大和高田市広陵町斑鳩町三郷町王寺町安堵町川西町三宅町河合町上牧町○○○○調査結果調査結果調査結果調査結果1156 9 2911 1 1 421 4 60 5 10 15 20 25 30 35 40 45南部地域東部地域中部地域北西部地域奈良県計 １．現状維持を希望 ２．減便を容認 ３．その他路線路線路線路線バスバスバスバスのののの必要性必要性必要性必要性についてについてについてについて H25.10.9幹事会幹事会幹事会幹事会
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路線バスを存続させる場合の支援について路線バスを存続させる場合の支援について
○北西部、中部地域では、新たな財政負担は出来ないという市町村が多い。○東部、南部地域では、路線維持のためには、一定の財政負担もやむを得ないと考える市町村が多い。過疎地域過疎地域過疎地域過疎地域であるであるであるである、、、、東部東部東部東部、、、、南部地域南部地域南部地域南部地域のののの市町村市町村市町村市町村ではではではでは、、、、路線路線路線路線バスバスバスバスのののの必要性必要性必要性必要性をををを高高高高くくくく感感感感じているじているじているじている※複数部会に所属する市町村があるため、合計は一致しない

（単位：市町村数） 負担できない
やむを得ないその他市町村別路線市町村別路線市町村別路線市町村別路線バスバスバスバスのののの支援支援支援支援 奈良市生駒市 大和郡山市 山添村宇陀市桜井市天理市 曽爾村御杖村東吉野村吉野町 川上村五條市御所市葛城市 大淀町下市町 黒滝村天川村 上北山村下北山村十津川村野迫川村 橿原市高取町明日香村田原本町平群町香芝市 大和高田市広陵町斑鳩町三郷町王寺町安堵町川西町三宅町河合町上牧町○○○○調査結果調査結果調査結果調査結果路線路線路線路線バスバスバスバスをををを存続存続存続存続させるさせるさせるさせる場合場合場合場合のののの支援支援支援支援についてについてについてについて2356 1595 31 1617 80 5 10 15 20 25 30 35 40 45南部地域東部地域中部地域北西部地域奈良県計１．新た財政負担は出来ない ２．一定の財政負担はやむを得ない ３．その他

H25.10.9幹事会幹事会幹事会幹事会
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路線バスの必要性及び財政支援について路線バスの必要性及び財政支援について
現状維持を希望 減便を容認 その他市町村別路線市町村別路線市町村別路線市町村別路線バスバスバスバスのののの必要性必要性必要性必要性 奈良市生駒市 大和郡山市 山添村宇陀市桜井市天理市 曽爾村御杖村東吉野村吉野町 川上村五條市御所市葛城市 大淀町下市町 黒滝村天川村 上北山村下北山村十津川村野迫川村 橿原市高取町明日香村田原本町平群町香芝市 大和高田市広陵町斑鳩町三郷町王寺町安堵町川西町三宅町河合町上牧町 負担できない

やむを得ないその他市町村別路線市町村別路線市町村別路線市町村別路線バスバスバスバスのののの支援支援支援支援 奈良市生駒市 大和郡山市 山添村宇陀市桜井市天理市 曽爾村御杖村東吉野村吉野町 川上村五條市御所市葛城市 大淀町下市町 黒滝村天川村 上北山村下北山村十津川村野迫川村 橿原市高取町明日香村田原本町平群町香芝市 大和高田市広陵町斑鳩町三郷町王寺町安堵町川西町三宅町河合町上牧町 H25.10.9幹事会幹事会幹事会幹事会
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市町村連携について市町村連携について○○○○調査結果調査結果調査結果調査結果
○１７市町村で、コミュニティバスの隣接市町村への乗り入れを行っているが、複数市町村で共同運行しているような事例はない。○多くの市町村から、利便性の向上や経費の削減のため、コミュニティバスの運行に関する連携を検討したいという意見がある。○特に、通院を目的として、市町村の連携による運行を検討したいという意見が多い。（南和新病院、国保中央病院、高田市立病院 等）○一方で、運行状況や財政面から、連携は困難という意見もある。○○○○通院通院通院通院などなどなどなど、、、、目的目的目的目的にににに応応応応じたじたじたじたコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスのののの連携連携連携連携をををを検討検討検討検討ししししてててていくいくいくいく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。○○○○検討検討検討検討にあたってはにあたってはにあたってはにあたっては、、、、地域別部会地域別部会地域別部会地域別部会においてにおいてにおいてにおいて、、、、よりよりよりより効率的効率的効率的効率的、、、、かつかつかつかつ効果的効果的効果的効果的なななな運行運行運行運行をををを目指目指目指目指しししし、、、、連携方法連携方法連携方法連携方法をををを検討検討検討検討するするするする。。。。

近隣市町村近隣市町村近隣市町村近隣市町村とのとのとのとのコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスのののの連携連携連携連携についてについてについてについて 市町村別市町村別市町村別市町村別コミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスのののの連携連携連携連携検討したい12市町村、31%検討の余地あり 8市町村、21%検討していない 10市町村、26%その他9市町村、23% 半数以上の市町村が市町村連携について、前向きに回答 検討したい検討の余地あり
検討していない その他

奈良市生駒市 大和郡山市 山添村宇陀市桜井市天理市 曽爾村御杖村東吉野村吉野町 川上村五條市御所市葛城市 大淀町下市町 黒滝村天川村 上北山村下北山村十津川村野迫川村 橿原市高取町明日香村田原本町平群町香芝市 大和高田市広陵町斑鳩町三郷町王寺町安堵町川西町三宅町河合町上牧町国保中央病院高田市立病院南和新病院 宇陀市立病院H25.10.9幹事会幹事会幹事会幹事会
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乗り込み調査（路線バス）乗り込み調査（路線バス）○○○○路線路線路線路線バスバスバスバス （（（（調査路線数調査路線数調査路線数調査路線数：：：：２４２４２４２４路線路線路線路線４２４２４２４２便便便便））））使用車両 利用者数 乗降者の多いバス停 利用状況の特徴 調査区間1 八木大滝線 小型バス 30 上市駅 上市駅～宮滝　川遊び客１２名下北山村までの高校生５人 八木駅～湯盛温泉杉の湯2 八木新宮線 大型バス 29 大和八木駅 観光客の利用が約７割。御所・五條市内の利用も少数あり。 大和八木駅～十津川村役場3 王寺五位堂 大型バス 25 王寺駅南口星和台１ 西大和学園の学生が、星和台１より１０名乗車概ね、王寺駅で降車 2000年会館～2000年会館4 王寺シャープ線 大型バス 12 王寺駅北口 王寺駅からの帰宅 王寺駅北口～竜田神社5 高田五條線 大型バス 11 御所済生会病院前 国道２４号沿を走る路線。近鉄高田駅の他、御所済生会病院前で乗降される方が多い（乗３人、降３人）Ｍ 五條バスセンター～近鉄高田駅6 白鳳台住宅線 大型バス 11 王寺駅（南口） 沿線住民の王寺駅への利用が大半、昼間は高齢女性が主体 王寺駅～白鳳台二丁目7 八木下市線 小型バス 8 大淀バスセンター橿原神宮駅東口 大淀町内から南大和住宅地への利用高取町の製薬会社から橿原神宮駅目での通勤利用 下市口駅～橿原神宮駅東口8 信貴山線 大型バス 8 王寺駅(北口)、信貴山下駅 信貴山への観光客沿線住民の王寺駅までの利用（買いものなど） 王寺駅（北口）～信貴山門9 立里線 大型バス 7 高野山駅前 概ね、荒神社から帰りの観光客千手院橋で降車が１名 野迫川村役場～高野山駅10 天理山添線 中型バス 7 国道山添国道針 高校生の帰宅利用が3名あった 国道山添～天理駅11 熊野線（池原） 小型バス 6 湯盛温泉杉の湯 八木大滝線からの乗り継ぎ5名一般利用は1名（川上村内） 湯盛温泉杉の湯～池原12 下市温泉（岩森）線（南大和団地経由） 小型バス 5 大淀病院を経由しないため、最寄りの岡崎町で２名下車、南大和団地経由でライフ大淀店前を経由するため、土田バス停で２名下車、役場迄の下市町内の利用は無 橿原神宮前東口～下市町役場13 下市天川線 小型バス 5 下市口駅 下市口駅からの乗客すべてが天川村内まで乗車したと思われる観光客のほか、通勤？と思われる利用もあった 下市口駅～黒滝案内センター14 八木御所線 小型バス 5 医大前 八木から乗車した人は、全て医大前で降車（３人）主に、橿原市内での利用に限られる。 八木駅～近鉄御所駅15 岩森大淀線 小型バス 4 下市町商店街付近からの乗車が３名、下市口駅手前の岡崎町バス停で２名下車 下市町役場～大淀ＢＣ16 かしの木台住宅線 小型バス 4 法隆寺駅 かしの木台から法隆寺駅までの利用 安堵町役場～法隆寺駅17 奥宇陀線 大型バス 4 榛原駅 観光客の利用あり（曽爾村役場？～榛原駅） 掛西口～榛原駅18 飛鳥線（赤かめ周遊バス） 大型バス 4 観光客らしき利用は見当たらない 橿原神宮駅～岡橋本19 当麻新庄線 大型バス 4 近鉄高田駅 県道御所香芝線、国道１６６を主に運行するルート乗車は葛城市内のみ。 社会教育センター～近鉄高田駅20 十津川線 大型バス 3 今戸 小代下で野迫川村営バスと接続普段は村営バスからの乗り継ぎはあるとのこと 十津川温泉～小代下21 曽爾香落渓線 大型バス 3 名張駅前 県域を超える利用なし。曽爾村村内の目的地は桂の郵便局。 名張駅前～曽爾村役場22 榛原東吉野線 小型バス 2 当該便は東吉野村コミバスに接続せず鷲家～鷲家口（東吉野村内）は自由乗降区間 榛原駅～東吉野村役場23 天理桜井線 大型バス 2 2人ともに「芝バス停」で降車 桜井市庁前～天理市庁前24 広域通院ライン 小型バス 0 八木新宮線で上野地観光後、十津川村役場で降車される方が４名いた。 十津川村役場～十津川温泉
路線名 H25.10.9幹事会幹事会幹事会幹事会
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乗り込み調査（コミュニティバス）乗り込み調査（コミュニティバス）○○○○コミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバス （（（（調査路線数調査路線数調査路線数調査路線数：：：：２１２１２１２１路線路線路線路線２６２６２６２６便便便便））））使用車両 利用者数 乗降者の多いバス停 利用状況の特徴 調査区間 有償：○1 大和高田市　きぼう号 小型バス 25 さくら荘 ７０歳以上のさくら荘の利用が主である。 市役所東～さくら荘 ○2 御所市コミュニティバス マイクロバス 22 近鉄御所駅 近鉄御所駅での乗車が主（１４人）主に県道御所香芝線での乗降が多く、利用が分散している。 近鉄御所駅～近鉄御所駅 ○3 斑鳩町コミュニティバス マイクロバス 20 ふれあい交流センター東老人憩の家 高齢者向けの施設からまとまった利用がある満遍なく利用がある 斑鳩町役場～法隆寺駅4 桜井市コミュニティバス　朝倉台線 中型バス 15 桜井駅北口 桜井駅北口～とれとれオークワ前間でハイキングと思われるグループ14人の利用あり（めったにないこととの運転手の談） 桜井駅北口～大和朝倉駅 ○5 下北山村　循環バス マイクロバス 14 池原診療所 熊野線からの乗り継ぎ５名地元中学生の通学利用 池原～寺垣内6 生駒市たけまる号　光陽台線 小型バス 11 生駒駅北口 座席数１２席に対して最多で10人の利用があり、利用率は高い。自由乗降区間があるが、利用者なし。 生駒駅南口～生駒市役所 ○7 吉野町スマイルバス ワゴン車両 5 吉野病院上市駅 吉野病院から帰る高齢女性の利用 上市駅～新子 ○8 平群町コミュニティバス　西山間ルート 小型バス 4 平群駅 バス停を設置していない場所もあり、普段利用していないと乗降場所が分かりづらい 東小学校～東山駅 ○9 御杖ふれあいバス 小型バス 4 掛西口 奈良交通、三重交通それぞれからの乗換客あり。 掛西口～御杖村役場10 葛城市ミニバス ワゴン車両 4 いきいきセンター前 乗車は全員、いきいきセンター前より。年数回、増便ありとのこと。 近鉄御所駅～近鉄御所駅11 黒滝村ふれあいバス ワゴン車両 4 診療所 診療所や役場までの利用 309案内センター～役場下12 広陵町元気号南北線 広陵町 3 近鉄大和高田駅 箸尾元気で東西線と接続町内からまんべんなく乗車され、近鉄大和高田駅で降車される方が大半 箸尾駅前～広陵町役場 ○13 安堵町コミュニティバス 小型バス 3 平端駅 平端駅から町内までの利用 平端駅～安堵町役場 ○14 川上村やまぶきバス ワゴン車両 3 上市駅 ２名上市駅から乗車。内、１名は国栖で乗車（観光客？） 上市駅～川上村役場 ○15 2000年会館号Ｂルート 上牧町 3 2000年会館 全て、2000年会館からの乗車高齢者の利用が主 上牧町役場～王寺駅16 河合町豆山きずな号　穴闇ルート ワゴン車両 1 総合福祉会館 旧村内の矮小な道を中心に運行福祉会館への送迎を目的とし、無償で運行 総合福祉会館～河合町役場17 十津川村コミュニティバス　寺垣内線 マイクロバス 1 十津川温泉 沿線旅館の宿泊者の利用があった 十津川温泉～上湯 ○18 大和郡山市元気平和号 大和郡山市 0 市役所～近鉄九条駅 ○19 東吉野村ふるさと号 ワゴン車両 0 新子バス停は、待合施設等なし 新子～東吉野村役場 ○20 山添村東豊ドリーム号 ワゴン車両 0 朝の１便で、名張への高校生の利用が15人程度ある。役場の予備車輌を使った2台運行を実施中。 名張駅東口～毛原21 野迫川村コミュニティバス　小代下線 マイクロバス 0 役場～小代下の便には、通院や買い物の利用者が概ねいるとのこと。スクールバスも兼ねている。 小代下～野迫川村役場 ○
路線名 H25.10.9幹事会幹事会幹事会幹事会
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３３３３．．．．そのそのそのその他他他他（（（（様様様様々々々々なななな交通交通交通交通サービスサービスサービスサービスのののの類型類型類型類型とととと特徴特徴特徴特徴））））（（（（県民県民県民県民WEBアンケートアンケートアンケートアンケートのののの結果結果結果結果））））
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3 さまざまな交通サービスの類型と特徴3 さまざまな交通サービスの類型と特徴様々な交通サービスの類型と特徴様々な交通サービスの類型と特徴（１） 類型と特徴 鉄道・軌道不特定特定〔利用者特性〕 個別輸送（輸送密度・低） 乗合輸送（輸送密度・高）〔輸送形態〕スクールバス企業送迎バス(特定輸送)タクシー 路線バスコミュニティバス乗合タクシーデマンド型交通 ・既存の路線バスではカバーしきれない地域の住民の移動手段を確保するために、主に自治体や地域の市民団体等が運営する乗合バス。（道路運送法第4条 一般乗合旅客自動車運送事業の路線定期運行又は不定期運行道路運送法第79条（登録） 自家用有償旅客運送の市町村運営有償運送）・コミュニティバスと似た特性を持つが、輸送密度が小さい場合に車両を小型にして、主に自治体や地域の市民団体等が運営する。・比較的狭い道路でも運行可能であり、路線・停留所設定の自由度が高い。（道路運送法第4条 一般乗合旅客自動車運送事業の路線定期運行又は不定期運行）・不特定多数の乗客を一度に運ぶことが可能な、主に交通事業者が運営・運行する乗合バス。・鉄道がない地域での主要な公共交通手段であり、鉄道がある地域では補完的な役割を果たす。 （道路運送法第4条 一般乗合旅客自動車運送事業の路線定期運行）〔輸送密度と利用者特性からみた類型〕 〔特徴〕
・路線バスのように運行ダイヤとルートが固定されていてはカバーできない需要に応じて、主に自治体や地域の市民団体等が運営する。・ダイヤは運行時刻を設定しておいて需要があった場合に運行するタイプと、運行時刻の設定がなく需要に応じて運行するタイプがある。・ルートは、バス停を固定するタイプ、固定しているが需要に応じて迂回するタイプ、バス停を設定せずに一定区域内で需要に応じて運行するタイプがある。・ルートとダイヤを組み合わせ、以下のようなタイプがあるダイヤ定時・ルートデマンド（迂回型含む）ダイヤデマンド・ルート固定ダイヤ・ルートともデマンド（道路運送法第4条 一般乗合旅客自動車運送事業の路線不定期運行又は区域運行）過疎地有償運送・福祉有償運送：道路運送法第79条（登録） 自家用有償旅客運送スクールバス、企業送迎バス：道路運送法第43条 特定旅客自動車運送事業マイカー道路運送法 第二章 旅客自動車運送事業（抜粋）（種類）第三条 旅客自動車運送事業の種類は、次に掲げるものとする。一 一般旅客自動車運送事業（特定旅客自動車運送事業以外の旅客自動車運送事業）イ 一般乗合旅客自動車運送事業（乗合旅客を運送する一般旅客自動車運送事業）ロ 一般貸切旅客自動車運送事業（一個の契約により国土交通省令で定める乗車定員以上の自動車を貸し切つて旅客を運送する一般旅客自動車運送事業）ハ 一般乗用旅客自動車運送事業（一個の契約によりロの国土交通省令で定める乗車定員未満の自動車を貸し切つて旅客を運送する一般旅客自動車運送事業）二 特定旅客自動車運送事業（特定の者の需要に応じ、一定の範囲の旅客を運送する旅客自動車運送事業）（一般旅客自動車運送事業の許可）第四条 一般旅客自動車運送事業を経営しようとする者は、国土交通大臣の許可を受けなければならない。２ 一般旅客自動車運送事業の許可は、一般旅客自動車運送事業の種別（前条第一号イからハまでに掲げる一般旅客自動車運送事業の別をいう。以下同じ。）について行う。
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①他都道府県における取組事例（２） 様々な交通サービスの取組事例分類 名称 運行地域 運営主体（運行計画の策定等） 運行主体（運行実施者） 運行目的（問題点） 運行内容（経路・バス停・運賃など） 工夫した点/運行方法 道路運送法 運行形態
1.市町村による運営 1.金沢ふらっとバス 石川県金沢市 金沢市 北陸鉄道㈱西日本JRバス㈱ ・放射状の道路のため、中心部で交通渋滞・細街路が多く、大型路線バスが通れないバス空白地域が存在 ・4ルート・15分間隔の運行・ 200m間隔の停留所・・・・ 1111回回回回100100100100円円円円 ・リタイアした運転手の再雇用で地域事情に詳しく高齢者の気持ちが分かる運転手が多い・・・・既存既存既存既存バスバスバスバス路線路線路線路線とのとのとのとのルートルートルートルートのののの重複重複重複重複をををを配慮配慮配慮配慮 第4条 定時路線固定2.コミュニティバスまほろば号 福岡県太宰府市 太宰府市 西日本鉄道㈱ ・公共施設や最寄の駅を結ぶバス路線の新設を望む市民の声 ・ 6ルート・・・・ 1111回回回回100100100100円円円円 ・駅をターミナル化し、各路線を独立・・・・既存路線既存路線既存路線既存路線のののの一部重複区間一部重複区間一部重複区間一部重複区間をををを100100100100円円円円にににに値下値下値下値下げげげげ 第4条 定時路線固定3.ムーバス 東京都武蔵野市 武蔵野市 関東バス㈱小田急バス㈱ ・市内において交通空白・不便地域が1/2程度存在・高齢化の進展 ・ 7路線9ルート・ 等間隔のパターンダイヤ・ 200m間隔の停留所・・・・ 1111回回回回100100100100円円円円 ・地域によって運行時間を変えるなどして、ニーズに柔軟に対応・・・・既存既存既存既存バスバスバスバス路線路線路線路線とのとのとのとのルートルートルートルートのののの重複重複重複重複をををを配慮配慮配慮配慮 第4条 定時路線固定4.熊野市自主運行バス 三重県熊野市熊野市熊野市熊野市、、、、御浜町御浜町御浜町御浜町 熊野市、御浜町 三交南紀交通㈱ ・旧紀和町（現：熊野市）及び御浜町から熊野市にある高校に通学するための公共交通機関確保 ・運賃は対距離制・2路線 ・運行経費負担割合は、運行前のニーズ調査などにより予想された各市町の利用者数の割合に応じて、協議の上決定 第4条 定時路線固定5.わいわいバス 兵庫県養父市 養父市 全但バス㈱ ・バス1台では運行本数の増便が困難 ・運賃は対距離制 ・・・・福祉福祉福祉福祉バスバスバスバス、、、、2222校校校校ののののスクールバススクールバススクールバススクールバスをををを統合統合統合統合し、運行本数を増加 第4条 定時路線固定・2路線運行、火・木は1路線の登校時間の便のみ6.当別ふれあいバス 北海道当別町 当別町 (有)下段モータース ・同様の時間帯、路線を運行していたバスの効率化、サービスレベル向上 ・1回200円・3路線 ・・・・医療大学送迎医療大学送迎医療大学送迎医療大学送迎バスバスバスバス等等等等、、、、既存既存既存既存のののの4444種類種類種類種類ののののババババススススをををを統合統合統合統合 第4条 定時路線固定7.デマンドバス 山梨県甲州市 甲州市 市タクシー協議会 ・路線バスにかかる多額の費用、伸びない利用者 ・1回300円・利用者は会員登録し、事前予約・乗降するバス停を指定 ・・・・ICTICTICTICTをををを活用活用活用活用したしたしたしたデマンドデマンドデマンドデマンド型交通型交通型交通型交通システムシステムシステムシステム 第4条 デマンド（ダイヤ・路線とも定めない）*バス停は固定8過疎地有償運（ボランティア運行） 青森県佐井村 佐井村 佐井村社会福祉協議会 ・点在する集落の移動手段の確保 ・会員登録し、事前予約・自宅と目的地の間を送迎・運賃はゾーン制で、タクシーの半分程度 ・・・・佐井村社会福祉協議会佐井村社会福祉協議会佐井村社会福祉協議会佐井村社会福祉協議会がががが過疎地有償運過疎地有償運過疎地有償運過疎地有償運送送送送によるによるによるによる運行運行運行運行 第79条 デマンド（ダイヤ・路線とも定めない）9.元気バス※実証実験中 三重県玉城町 玉城町 玉城町社会福祉協議会 ・福祉バスの少ない利用者数 ・無料（実験中）・利用者は会員登録し、事前予約・乗降するバス停を指定 ・・・・ICTICTICTICTをををを活用活用活用活用したしたしたしたデマンドデマンドデマンドデマンド型交通型交通型交通型交通システムシステムシステムシステム - デマンド（ダイヤ・路線とも定めない）*バス停は固定
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分類 名称 運行地域 運営主体（運行計画の策定等） 運行主体（運行実施者） 運行目的（問題点） 運行内容（経路・バス停・運賃など） 工夫した点/運行方法 道路運送法 運行形態1.市町村による運営 10.多野藤岡広域路線バスかんながわ号 群馬県藤岡市藤岡市藤岡市藤岡市、、、、上野村上野村上野村上野村、、、、神流町神流町神流町神流町 多野藤岡広域市町村圏振興整備組合（一部事務組合） 日本中央バス㈱ ・路線バスの撤退 ・運賃は対距離制・1路線 ・運営赤字補助分の負担は実車走行距離比で分担 第4条 定時路線固定11.自主運行バス 京都府舞鶴市 各地区のバス運行協議会 同左 ・路線バスの撤退で住民の移動確保が困難 ・運賃は対距離制 ・・・・自治区毎自治区毎自治区毎自治区毎がががが組織組織組織組織したしたしたしたバスバスバスバス運行協議会運行協議会運行協議会運行協議会がががが運営主体運営主体運営主体運営主体 第79条 定時路線固定12.おでかけ北設 愛知県設楽町設楽町設楽町設楽町、、、、豊根村豊根村豊根村豊根村、、、、東栄町東栄町東栄町東栄町 北設楽郡公共交通活性化協議会(設楽町、豊根村、東栄町) 日本総合サービス㈱（設楽町）、豊根村、東栄タクシー(有)（東栄町）、豊鉄バス ・3町村営バス及び民営バスがバラバラに運行、通学・通院に乗換が必要 ・基幹バス、基幹バスに接続する支線バスが運行(支線バスの一部は予約制) ・基幹バスでは町村営バスが相互乗り入れすることで町村間直通便が運行、運賃体系やサービスが一体化 第4条、第79条*豊根村は直営 定時路線固定一部デマンド（ダイヤ・路線とも定めない）*バス停は固定・運賃は、基幹バスは対距離制・支線バスは設楽町は対距離制、豊根村は1回200円、東栄町は1回100円・基幹バスは7路線、支線バスは設楽町2路線、豊根町3路線、東栄町2路線2.民間団体による運営 1.生活バスよっかいち（S-BUS） 三重県四日市市 NPO法人生活バス四日市 三重交通㈱ ・路線バスの撤退で住民の買い物・病院へのアクセスが困難 ・1回100円・1路線 ・・・・運行開始運行開始運行開始運行開始のののの際際際際ににににＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人生活法人生活法人生活法人生活バスバスバスバス四日市設立四日市設立四日市設立四日市設立 第4条 定時路線固定2.コミュニティバスまいどはや 富山県富山市 ㈱まちづくりとやま 富山地方鉄道㈱ ・商工会議所のコミュニティバス試験運行が契機 ・2ルート・20分間隔で運行・1回100円 ・・・・中小企業等中小企業等中小企業等中小企業等によりによりによりにより出出出出資設立資設立資設立資設立されたされたされたされた㈱㈱㈱㈱まちまちまちまちづくりとやまによるづくりとやまによるづくりとやまによるづくりとやまによる運営運営運営運営・・・・バスバスバスバス停停停停をををを重複重複重複重複しないよしないよしないよしないようにうにうにうに配慮配慮配慮配慮 第4条 定時路線固定3.コミュニティバスすまいる 福井県福井市 まちづくり福井㈱ 京福バス㈱ ・大型店舗の郊外進出等による、中心市街地の空洞化が大きな課題・商店街にとっては集客力の強化を図ることが急務 ・4ルート・1回100円・200～300m間隔の停留所 ・・・・中小企業等中小企業等中小企業等中小企業等によりによりによりにより出出出出資設立資設立資設立資設立されたまちづくされたまちづくされたまちづくされたまちづくりりりり福井福井福井福井㈱㈱㈱㈱によるによるによるによる運営運営運営運営 第4条 定時路線固定4.100円循環バス 山形県山形市 山形商工会議所 山交バス㈱ ・山形市郊外にイオン山形南店が進出した影響もあり、中心市街地での客足減少・あわせて売り上げが落ち込み ・1回100円・10分間隔で運行 ・・・・山形商工会議所山形商工会議所山形商工会議所山形商工会議所によによによによるるるる運営運営運営運営 第4条 定時路線固定
H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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分類 名称 運行地域 運営主体（運行計画の策定等） 運行主体（運行実施者） 運行目的（問題点） 運行内容（経路・バス停・運賃など） 工夫した点/運行方法 道路運送法 運行形態1.市町村による運営 1.コミュニティバスふるさと号 奈良県東吉野村 東吉野村 相互タクシー㈱ ・通院や買い物など日常生活に必要な活動の機会を確保・登山客や、週末に外出機会を確保することへの村民の要望 ・1回100円・6路線 ・・・・隣接市町隣接市町隣接市町隣接市町ののののコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティバスバスバスバス等等等等とととと接続接続接続接続 第4条 定時・路線固定一部デマンド（ダイヤ・路線・バス停を固定）2.予約制乗合タクシー 奈良県三郷町 三郷町 ㈱竜田タクシー ・町民のニーズに合った利用しやすい地域公共交通システム ・1回300円・会員登録し事前予約・乗客定員4名のタクシー車両で運行 ・・・・ICTICTICTICTをををを活用活用活用活用したしたしたしたデマンドデマンドデマンドデマンド型交通型交通型交通型交通システムシステムシステムシステム 第4条 デマンド（ダイヤ・路線とも定めない）3.山添村コミュニティバス 奈良県山添村 山添村 東豊地域コミュニティバス運行協議会 ・東豊地域から名張市への交通空白地域を解消し、通学、通勤及び買い物のための交通手段 ・1回200円・2路線 ・・・・地域住民地域住民地域住民地域住民がががが作作作作るるるる「「「「東豊東豊東豊東豊地域地域地域地域コミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバス運運運運行協議会行協議会行協議会行協議会」」」」にににに運行委託運行委託運行委託運行委託 第79条 定時路線固定2.県による運営 1.奈良公園ぐるっとバス 奈良県奈良市 奈良県奈良県奈良県奈良県 奈良交通㈱ ・奈良公園内の周遊観光促進 ・1回100円・1路線 ・木簡型一日フリー乗車券が利用可能・バス停位置を配慮 第4条 定時路線固定2.奈良観光周遊バス 奈良県奈良市 奈良県奈良県奈良県奈良県（奈良中心市街地公共交通活性化協議会） 奈良交通㈱ ・奈良中心市街地の周遊観光促進 ・1回200円→100円・3路線 ・木簡型一日フリー乗車券が利用可能・バス停位置を配慮 第4条 定時路線固定3.県と市町村による運営 1.広域通院ライン 奈良県五條市五條市五條市五條市、、、、十津川村十津川村十津川村十津川村 奈良県奈良県奈良県奈良県、、、、五條市五條市五條市五條市十津川村十津川村十津川村十津川村（五條市地域公共交通会議、野迫川村・十津川村地域公共交通活性化協議会） 奈良交通㈱ ・公共交通による通院の利便性を図り、広域的な移動を含めた通院行動を支援 ・運賃は対距離制・1路線 ・奈良県、五條市、十津川村が連携 第4条 定時路線固定
②奈良県内における取組事例 H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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項目 内容運営主体 金沢市運行主体 北陸鉄道㈱、西日本JRバス㈱背景・問題 • 放射状の道路のため、中心部で交通渋滞• 細街路が多く、大型路線バスが通れないバス空白地域が存在• バス利用者数は減少傾向で、利便性の高いサービス提供が困難• 交通手段を持たない高齢者や障害者、主婦や子どもたちが不便実施内容 ◆運行開始・平成11年3月 金沢駅前を起終点とする「此花ルート」運行開始◆運行サービス・此花、菊川、材木、長町の4ルート・15分間隔の運行ダイヤ・200m間隔の停留所・・・・ 1111回回回回100100100100円円円円のののの均一運賃均一運賃均一運賃均一運賃・細街路などを運行することで結果的に速度を抑えた優しい運転・リタイアした運転手の再雇用で地域事情に詳しく高齢者の気持ちが分かる運転手が多い・・・・既存既存既存既存バスバスバスバス路線路線路線路線とのとのとのとのルートルートルートルートのののの重複重複重複重複をををを配慮配慮配慮配慮効果 ・交通不便地域を概ね解消・沿線住民アンケートより、高齢者、主婦層の買い物等日常生活の足として定着・観光客にも利用され、地域活性化に貢献道路運送法 第4条運行形態 定時路線固定 《乗車人数・運行負担金の推移》出典：ふらっとバスHP、国土交通省HP 地域公共交通の活性化・再生への事例集一般財団法人運輸政策研究機構 公共交通支援センターHP 公共交通活性化事例《平均乗車人数の推移》
《バス路線図》①他都道府県における取組事例1.金沢ふらっとバス（石川県金沢市）（３） 様々な交通サービスの取組事例（カルテ） H25.2.20協議会協議会協議会協議会
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